
 

 

 

指導者：広島県立高陽東高等学校  横田 智佳 

 

１ 日 時  ： 平成25年７月 10日～平成25年７月18日 

２ 対 象  ： ２年１組（男子１３名・女子２７名 計４０名） 

３組（男子１３名・女子２６名 計３９名） 

３ 科 目  ： 現代文 

４ 単元名  ： 論理性の評価    

教材：「『未成熟』が人間を作った」 山極寿一（「新編現代文」東京書籍） 

            新聞・投書記事 

 

 

本単元は，高等学校学習指導要領国語（平成21年）の「現代文Ｂ」の指導事項「 ア 文章を読んで，構成，

展開，要旨などを的確にとらえ，その論理性を評価すること。」を受けて設定した。本単元では，批判的思考の

スキルの習得を通し，文章の構成，展開，要旨などを的確に捉え，その論理性を評価することをねらいとする。 

 教材文「『未成熟』が人間を作った」は，類人猿と人間の成熟過程を比較することによって，人間の未成熟が

人間社会の発展と成熟をもたらしたことを述べている。主張と例証がはっきりと分かれている構成であるため，

論理的文章の構成を理解する点において適切であり，生徒が論理性の評価を通して論理的思考力を培うのにふさ

わしい教材であると考える。 

 また，実用的な文章である新聞の投書記事においても，その論理性を評価することによって，評価する力を実

社会で活用できる力にまで高めることできると考える。 

 

 

授業に先立って実施したプレテストにおいて，二つの文章を比較させ，どちらの文章がより説得力があるかを

理由も併せて記述させた。論理の整っている文章を正しく選択できた生徒は 83.8％と多かった。しかし，その文

章を選んだ理由を見ると，具体的な根拠はなく主観で判断している生徒が58.1％と数多くおり，意見の根拠の客

観性について言及している生徒は 18.9％しかいなかった。このことから，生徒は文章を読む際に，自分の主観で

文章の論理性を評価していることが分かる。したがって，客観的な根拠をもって評価できる力を生徒に育成して

いくことが，課題であるといえる。 

 

 

 指導に当たっては，批判的思考のスキルの習得を通し，文章の構成，展開，要旨などを的確に捉え，その論理

性を評価することができるように，次の３点を工夫する。 

 １点目は，批判的思考のスキルの習得が効率的にできるよう，ワークシートを使用する点である。ワークシー

トでは，論理性を評価する際の観点を整理し，学力に課題のある生徒も円滑に学習が進められるよう評価の観点

を表にしたり，記述の書き出しを指定したりする工夫をした。 

２点目は，ワークシートにある発問や表を単純化している点である。このことにより，習得する批判的思考の

スキルに汎用性を持たせることができると考える。 

 ３点目は，論理性を評価する学習活動を段階的に繰り返すことである。スキルを習得しながら論理性を評価す

る力を身に付けていくため，まず，教科書に掲載された論理が明確な文章において，筆者が論理の上でどのよう

な工夫をしているかを評価する学習活動を行う。次に，その文章を通して学んだ論理を基に，新聞の投書記事で

論理性を評価する学習活動を２回重ねる。評価を繰り返すことで，批判的思考がより一層働き，それぞれの意見

を客観的，多面的に捉え，その確かさや書き手の表現意図を見抜き，的確な評価ができると考える。 

高等学校国語科学習指導案 

単元名：論理性の評価 

 

１ 単 元 観 

２ 生 徒 観 

３ 指 導 観 



 

 

単元の目標 

（１）筆者の考えの筋道の通し方に着目し，文章の論理性を評価しようとしている。〔関心・意欲・態度〕 

（２）批判的思考のスキルを使って，文章の構成，展開，要旨などを的確に捉え，その論理性を評価する。 

〔Ｃ読むこと ア〕 

（３）言葉や表現の特徴やきまりなどについての理解を深め，知識を身に付けている。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 オ〕 

                        

単元の評価規準 

関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

単元を貫く言語活動 

論理的な文章を読んで書き手の考えやその展開の仕方などについて意見を書くこと（言語活動事例イ） 

批判的思考のスキルを働かせてそ

れぞれの文章の論理性を評価しよ

うとしている。 

批判的思考のスキルを使って，文章

の構成，展開，要旨などを的確に読

み取り，その論理性を評価してい

る。 

ワークシートへの記入を通して，言

葉や表現の特徴やきまりなどにつ

いての理解を深め，知識を身に付け

ている。 

 

 

 

単元を貫く言語活動として，「論理的な文章を読んで書き手の考えやその展開の仕方などについて意見を書く

こと」を設定する。この活動は，文章の構成，展開，要旨などを的確に捉え，その論理性を評価する力を育てる

ことにつながるものである。まず，教科書に掲載された論理が明確な文章において，筆者が論理の上でどのよう

な工夫をしているかを評価し，評価をする際の観点を整理することを通して，論理性を評価するとはどういうこ

とかについて理解する。その後，教科書の文章を通して学んだ論理を基に，実用的な文章で批判的思考のスキル

を使って論理性を評価する練習を重ねる。これらの活動を通して，文章の論理性を評価する力を育成することを

目指す。 

 

 

 

全５時間（本時は５／５） 

次 時 学習活動 
評   価 

評価方法 
関 読 言 評価規準 

一 

 

１ ○ 教科書「『未成熟』が人間を作った」 

・各形式段落の中心となっている文

の位置から文章全体の中心となっ

ている段落を探す。 

・キーワードの意味の確認など，筆

者の意見の中心となっている一文

を分析し，その意見の根拠を明ら

かにする。 

 ○  中心となる一文の内容を的

確に読み取り，書き手の表現

意図を捉えることができて

いる。 

行動観察 

ワークシート 

５ 単元を貫く言語活動の特徴 

４ 単元の目標と評価規準 

６ 指導と評価の計画 



２ ○ 教科書「『未成熟』が人間を作った」 

・文章全体を通読する。 

・批判的思考のスキルによって論理

性の評価をしていくことを学習す

る。 

・筆者の意見とその根拠とのつなが

りを確認する。 

 ○  文章を構造的に読み取り，意

見とその根拠とのつながり

に対する答えを文章中の表

現に即してまとめることが

できている。 

行動観察 

ワークシート 

３ ○ 教科書「『未成熟』が人間を作った」 

・表現の仕方の工夫を整理し，その

工夫から生まれる効果について学

習する。 

・筆者の主張や論の展開の仕方の特

徴をまとめる。 

・論理性の評価とはどういうことか

を理解する。 

 ◎ ○ 言葉や表現の特徴やきまり

などから文章を客観的に捉

え，論理性の評価についての

理解を深めることができて

いる。 

発表 

ワークシート 

二 ４ ○新聞記事（投書記事） 

・記事の疑問点，問題点を挙げる。 

・ワークシートにある観点に沿って

論理性の評価をする 

○ ◎  文章の構成や展開を確かめ，

内容や表現の仕方について

評価している。 

批判的思考のスキルを使っ

て文章を評価しようとして

いる。 

行動観察 

発表 

５ ○新聞記事（投書記事） 

・２回目の論理性の評価をする。 

・観点に沿って行った論理性の評価

の結果をまとめ，記述する。 

  （本時） 

 ○  批判的思考のスキルを使っ

て文章の構成，展開，要旨な

どを的確に読み取り，その論

理性を評価することができ

ている。 

行動観察 

ワークシート 

 

 

（１）本時の目標 

同じテーマについて書かれている二つの新聞記事を比較する中で，文章の構成，展開，要旨などを的確に読み

取り，その論理性を評価することができる。 

（２）観点別評価規準 

批判的思考のスキルを使って文章の内容や表現の仕方について評価し，筆者の主張が確実な根拠に基づいた妥

当な推論であるかを読み取っている。【読む能力】 

 

（３）本時の展開 

 学 習 活 動 
指導上の留意点（○） 

配慮を要する生徒への支援（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

導

入 

５

分 

前時の確認をする。 

 

 

 

本時の目標を明示する。 

○１回目の評価の際，文章に対する疑問点が評価

に反映しているかについて確認させる。 

 

○２回目の評価を行ってから，論理性の評価を文

章にまとめることを伝える。 

 



展 

開 

40

分 

新聞記事を音読する。 

 

 

 

 

グループでの交流を基に，２回

目の評価をする。 

 

 

 

論理性の評価をワークシートに

記述しまとめる。 

 

○前時に挙げた疑問点から，長嶋氏の選手のとし

ての実績に注目することを伝え，どちらの投書

記事が氏の実績についてより具体的に述べら

れているかを意識して再読するよう指示する。 

 

○各自の１回目の評価について，グループで交流

する。その際，評価の理由を文章の記述に求め

ることを指示する。 

◆長嶋氏の選手としての具体的な実績が分かる

記述に下線を引かせる。 

◆野球や長嶋氏の活躍についての知識がない人

がでも論の展開を捉えやすい意見は，Ａ・Ｂど

ちらの文章であるかを考えさせる。 

 

○指定した書き出しの空欄に言葉を入れさせ，論

理性の評価から記述がずれることのないよう

指示する。 

◆自己の評価の根拠について，Ａ・Ｂ両方の記述

がどうなっているかをメモ書きによって整理

してから記述させる。 

 

 

 

 

 

批判的思考のス

キルを使って文

章の構成，展開，

要旨などを的確

に読み取り，その

論理性を評価す

ることができて

いる。 

（行動観察・ワー

クシート） 

ま

と

め

５

分 

本時のまとめをする。 

 

○論理性を評価することにより，文章の内容や表

現を的確に捉えることでき，そのためには，批

判的思考の習得が有効であったことを確認す

る。 

 

 

 

 

（１）教科書「『未成熟』が人間を作った」を評価するためのワークシート 

８ ワークシート（例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新聞の当初記事を評価するためのワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞・投書記事より引用 

他の選手と現役時代の実績を比較した上で，長嶋氏の受賞を「釈然としない」と述べている投

書をＡとし，「粋な計らいで納得」という立場で氏にまつわる様々な思い出を，国民栄誉賞受賞

と関係のないものも併せて述べている投書をＢとした。 


